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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V

I
D
－
19
）
の
世
界
的
な
大
流
行
に
対
応
す

る
た
め
、
世
界
中
の
研
究
機
関
や
製
薬
会
社

が
治
療
薬
や
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

滋
賀
医
科
大
学
で
も
病
理
学
講
座
（
疾
患

制
御
病
態
学
部
門
）
の
伊
藤 

靖
教
授
の
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
研
究

に
つ
い
て
伊
藤
教
授
と
、
微
生
物
感
染
症
学

部
門
の
北
川 

善
紀
講
師
に
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

モ
デ
ル
サ
ル
の
作
成
に
つ
い
て

　

滋
賀
医
科
大
学
の
動
物
生
命
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
約
₆
０
０
頭
の
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル

を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
に
近
い
霊
長
類

モ
デ
ル
は
人
の
病
態
と
類
似
す
る
点
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬
の
有
効
性
に
つ
い
て
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
を
用
い
て
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
は
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
を
用
い

て
、
世
界
的
に
流
行
し
た
H
1
N
1
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
解
析
を
世
界

に
先
駆
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
ヒ
ト
が
感
染
し
た
場
合
の
重
症

化
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
感
染
に

よ
り
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
が
重
症
化
す
る
動
物
実

験
系
を
確
立
し
た
こ
と
で
、
重
症
化
す
る
原

因
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
の
結
果
に
基
づ
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
の

新
た
な
免
疫
療
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
か
ら
分
与

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
モ
デ
ル
サ
ル

の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
２
０
２
０

年
７
月
に
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う
に
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
が
感
染
し
、
39
度
台
の
発
熱
と
肺
炎
が
発

症
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
サ
ル
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
こ
と
に
つい
て

の
報
告
は
国
内
初
で
、
私
た
ち
は
こ
う
し
た
サ
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ル
の
肺
炎
画
像
診
断
、
病
理
診
断
、
免
疫
反

応
の
測
定
、
ウ
イ
ル
ス
量
の
測
定
、
ウ
イ
ル
ス

遺
伝
子
解
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
７
月
に
は
サ
ル
を
用

い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
培
養
・
検
出

法
と
抗
体
の
誘
導
に
つ
い
て
の
特
許
を
出
願

し
ま
し
た
。

︿
滋
賀
医
科
大
学
の

　
動
物
実
験
等
に
つ
い
て
﹀

　

滋
賀
医
科
大
学
で
は
動
物
実
験
等
の
実
施

に
当
た
っ
て
、
動
物
愛
護
法
お
よ
び
飼
養
保

管
基
準
に
則
り
、
動
物
実
験
等
の
原
則
で
あ

る
代
替
法
の
利
用
、
使
用
数
の
削
減
、
苦
痛

の
軽
減
の
３
R
（
R
e
p
l
a
c
e
m
e
n

t
、
R
e
d
u
c
t
i
o
n
、
R
e
f
i
n

e
m
e
n
t
）
に
基
づ
き
、
適
正
に
実
施
す

る
こ
と
を
規
程
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

動
物
実
験
委
員
会
の
審
査
・
承
認
を
受
け

て
実
施
す
る
ほ
か
、
全
国
に
先
駆
け
て
動
物

実
験
認
定
制
度
を
導
入
、
講
習
会
の
受
講
・

実
習
を
経
て
認
定
試
験
に
合
格
し
な
い
と
実

験
が
行
え
な
い
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を

用
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
開
発

　

現
在
、
広
く
普
及
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
や
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ
ン
は
m
R
N
A

（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
R
N
A
）
ワ
ク
チ
ン
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
（
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ

ト
の
細
胞
へ
侵
入
す
る
た
め
に
必
要
な
タ
ン

パ
ク
質
）
の
設
計
図
と
な
る
m
R
N
A
を
脂

質
の
膜
に
包
ん
だ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

m
R
N
A
が
ヒ
ト
の
細
胞
内
に
取
り
込
ま

れ
る
と
、
こ
の
m
R
N
A
を
基
に
細
胞
内
で

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
産
生
さ
れ
、
そ
の

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
中
和
抗
体

産
生
や
細
胞
性
免
疫
応
答
が
誘
導
さ
れ
る
こ

と
で
感
染
症
を
予
防
し
ま
す
。

　

一
方
、
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
、

ベ
ク
タ
ー
（
運
び
手
）
と
な
る
人
体
に
無
害

な
ウ
イ
ル
ス
に
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子

を
組
み
込
ん
で
投
与
す
る
も
の
で
す
。

　
「
組
換
え
ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク

タ
ー
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
の
ア
ミ
ノ
酸
配

列
を
コ
ー
ド
す
る
遺
伝
子
を
、
ワ
ク
シ
ニ
ア

ウ
イ
ル
ス
D
I
s
株
（
接
種
し
て
も
増
殖
し

な
い
よ
う
弱
毒
化
し
た
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
）

に
組
み
入
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
、
遺
伝
子
が
ヒ
ト
の
細
胞

内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
遺
伝
子
を
基
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク

質
が
作
ら
れ
ま
す
。
免
疫
が
こ
の
タ
ン

パ
ク
質
に
反
応
し
、
細
胞
内
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
中
和
抗
体
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
、

食
細
胞
や
細
胞
傷
害
性
T
細
胞
、
N
K

細
胞
と
い
っ
た
体
内
の
異
物
排
除
を
担

う
細
胞
性
免
疫
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学

総
合
研
究
所
の
小
原
道
法
特
任
研
究
員
、

安
井
文
彦
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
の
共
同

研
究
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S
－
C
o
V
－
２
）の
「
組
換
え

ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ

ン
」
を
作
出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
か
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
ワ
ク
チ

ン
を
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
に
接
種
し
て
発
症
予
防

効
果
の
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

動
物
試
験
で
は
ま
ず
、
東
京
都
医
学
総
合

研
究
所
に
お
い
て
マ
ウ
ス
に
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
上
で
の
感
染
防
御
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
組
換
え
ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
ベ

ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
」
を
接
種
し
た
マ
ウ
ス
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
て
も

１
０
０
％
の
生
存
率
で
、
ワ
ク
チ
ン
が
有
効

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
段
階
と
し
て
、
本
学
の
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
を
用
い
て
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
肺
内
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
が
５
万
分
の
１

以
下
に
抑
制
さ
れ
、
肺
炎
の
発
症
も
ほ
と
ん

X線写真で肺炎を確認 病理組織で肺炎の所見

新型コロナウイルスを感染させたサル
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ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
重
篤
な
副
作
用
も
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
組
換
え
ワ
ク
シ
ニ
ア

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
」
が
中
和
抗

体
と
細
胞
性
免
疫
を
誘
導
す
る
強
い
効
果
を

も
つ
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
得
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
回
復

し
た
人
の
約
30
％
で
は
、
免
疫
記
憶
を
獲
得

す
る
た
め
の
反
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、

再
感
染
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
度
感

染
し
た
人
で
も
、
短
期
間
の
う
ち
に
免
疫
が

低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
強
力

に
免
疫
を
誘
導
し
、
そ
の
免
疫
を
長
期
間
維

持
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
継
続
的
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
続
け
る
可
能
性
を
考

え
る
と
、
変
異
型
に
も
対
応
で
き
る
交
差
反

応
性
（
先
に
獲
得
し
た
免
疫
が
変
異
し
た
ウ

イ
ル
ス
抗
原
に
も
働
く
）
を
持
つ
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
が
急
が
れ
ま
す
。

　

ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ

ク
チ
ン
は
付
与
さ
れ
た
免
疫
が
長
期
に

わ
た
っ
て
持
続
す
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ

と
つ
で
、
そ
れ
に
加
え
て
抗
原
の
変
異

に
も
対
応
可
能
な
幅
広
い
交
差
反
応
性

を
持
つ
免
疫
の
誘
導
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
温
度
安
定
性
が
高
く
保
存
お
よ

び
輸
送
時
の
温
度
が
冷
蔵
あ
る
い
は
室

温
で
も
問
題
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
免
疫
原
性
（
免
疫
反
応
を

引
き
起
こ
す
能
力
）
が
強
く
終
生
免
疫
を
誘

導
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
取
り
組
み
を
加

速
化
さ
せ
、
一
日
も
早
い
実
用
化
に
向
け
て
、

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
、
滋
賀
医
科
大
学
、

ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
社
と
の
共
同
で
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

中
和
抗
体
薬
の
有
効
性
を
確
認

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
体
内
で
抗
体

と
呼
ば
れ
る
防
御
因
子
が
作
ら
れ
ま
す
。
抗

体
の
中
で
も
ウ
イ
ル
ス
の
活
性
に
重
要
な
部

位
に
結
合
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
阻
害
す

る
抗
体
は
「
中
和
抗
体
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
薬
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
い
ち
早
く
「
中
和
抗

体
製
剤
」
が
開
発
さ
れ
て
患
者
へ
の
投
与
が
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行
わ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
量
の
減
少
や
重
症
化
予

防
効
果
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル
ス
の
表

面
に
あ
る
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
、
ヒ
ト

の
細
胞
膜
上
に
あ
る
A
C
E
２
タ
ン
パ
ク
質

と
結
合
し
て
細
胞
へ
の
侵
入
を
開
始
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
の
候

補
と
し
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
と

A
C
E
２
タ
ン
パ
ク
質
の
結
合
を
阻
害
し
て

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
「
中
和
抗
体
」
の

探
索
が
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
竹

下
勝
助
教
と
竹
内
勤
教
授
、
佐
谷
秀
行
教
授
、

理
化
学
研
究
所
、
国
立
感
染
症
研
究
所
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
回
復
患
者
の
血
液
中
の
中
和
抗
体

を
詳
細
に
解
析
し
て
、
そ
の
中
か
ら
治
療
薬

と
し
て
応
用
可
能
な
高
い
中
和
能
を
持
つ
抗

体
を
複
数
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

共
同
研
究
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
回
復
患
者
の
血
清
の
中
和
抗
体
価
を
測

定
し
て
、
高
い
中
和
抗
体
価
を
持
つ
患
者
の

血
液
か
ら
、
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す

る
抗
体
を
作
っ
て
い
る
免
疫
細
胞（
B
細
胞
）

を
採
取
し
ま
し
た
。
そ
の
細
胞
が
作
っ
て
い

る
抗
体
の
遺
伝
子
配
列
を
特
定
し
、
そ
の
配

列
を
基
に
研
究
室
で
人
工
的
に
抗
体
が
作
製

さ
れ
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
に
お
い
て
、

4
0
0
種
類
以
上
の
抗
体
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ

ン
パ
ク
質
と
A
C
E
2
タ
ン
パ
ク
質
の
結
合

を
阻
害
す
る
効
果
の
高
い
抗
体
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
に
効
果
の
高
い
抗
体
に
つ
い
て
、
国
立

感
染
症
研
究
所
で
確
立
さ
れ
た
手
法
に
従
っ

て
、
抗
体
が
細
胞
へ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
ど

の
程
度
防
げ
る
か
を
調
べ
る
ウ
イ
ル
ス
中
和

試
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
低
い
濃
度
で
も

細
胞
へ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
の
で
き
る
抗
体
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
際
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

感
染
さ
せ
た
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
に
こ
の
中
和
抗

体
を
投
与
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
複
製
を
抑

制
し
、
治
療
薬
と
し
て
働
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
候
補
抗
体
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
治
療
薬
と
な
る
可
能
性
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、
特
許
出
願
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

国
産
の
治
療
薬
と
し
て
早
期
の
実
用
化
を
目

指
し
ま
す
。

感
染
症
に
対
す
る
本
学
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

２
０
０
２
年
に
発
生
し
た
S
A
R
S

（
サ
ー
ズ
：
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
や
、

２
０
１
２
年
以
来
発
生
が
続
い
て
い
る

M
E
R
S
（
マ
ー
ズ：中
東
呼
吸
器
症
候
群
）、

２
０
０
９
年
に
世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
H
1
N
1

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
な
ど
、
新
た
な
感
染
症

だ
け
で
な
く
、
過
去
に
流
行
し
た
感
染
症
が

再
び
流
行
す
る
再
興
感
染
症
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

感
染
症
の
脅
威
に
備
え
る
た
め
、
本
学
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
同
時
に
複
数
の
感
染
実
験

が
行
え
る
よ
う
、
動
物
生
命
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
感
染
実
験
室
の
整
備
拡
充
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
病
理
解
剖
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
安
全
に
解
剖
を
行
え
る
よ
う
、
解
剖
セ

ン
タ
ー
病
理
解
剖
室
に
空
気
の
流
れ
を
制
御

し
、病
原
体
の
拡
散
を
防
止
す
る「
ラ
ミ
ナ
ー

フ
ロ
ー
」
を
装
備
し
た
病
理
解
剖
台
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
病
態
を
解
明
し
、

採
取
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
院
に
「
感
染
症
学
総
論
」

を
新
設
し
た
ほ
か
、
看
護
学
科
で
も
今
年
度

か
ら
感
染
防
御
の
知
識
と
技
能
を
持
っ
た
看

護
職
を
養
成
す
る
「
地
域
の
看
護
職
リ
ー

ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
後
は
、
感
染
症
の
治
療
や
研
究
を
行

う
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

た
め
に
も
情
報
源
の
見
極
め
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
病
理
学
講
座
疾
患
制
御
病
態
学
部
門

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※
な
ど
を
通
し
て
感

染
症
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※ホームページ http://www.shiga-med.ac.jp/~hqpatho2/
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滋
賀
医
科
大
学
で
は
産
官
学
連
携
を
通
じ

て
地
域
企
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

拡
大
に
よ
り
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況

の
中
で
も
、
企
業
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
実
験
や
検
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
と
な
っ
て
評
価
を
行
っ
た
病
理
学
講

座
の
伊
藤 

靖
教
授
と
、
企
業
か
ら
の
相
談

窓
口
と
な
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
松

浦 

昌
宏
特
任
教
授
に
、
主
な
実
績
や
現
状

に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

可
視
光
応
答
型
光
触
媒
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

不
活
化
を
確
認

　

企
業
の
依
頼
を
受
け
て
行
わ
れ
た
実
験
の

一
つ
と
し
て
、
株
式
会
社
豊
田
中
央
研
究
所

が
開
発
し
て
、
豊
通
ヴ
ィ
ー
テ
ク
ス
株
式
会

社
が
生
産
す
る
可
視
光
応
答
型
光
触
媒

『
V
－
C
A
T
®
』
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
不
活
化
す
る
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

『
V
－
C
A
T
®
』
は
紫
外
線
よ
り
波
長
が

長
い
可
視
領
域
の
光
も
吸
収
し
、
空
気
中
の

水
や
酸
素
か
ら
活
性
酸
素
種
（
O
H
ラ
ジ
カ

ル
な
ど
）
を
生
成
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
性
酸
素
種
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を
不

活
化
し
、
増
殖
を
抑
制
す
る
効
果
を
示
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止
策
と

し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
手
段
が
有

効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
毒
作
業
に
は
消

毒
薬
剤
の
ほ
か
時
間
と
労
力
な
ど
、
大
変
な

コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
V
－

C
A
T
®
』
が
低
環
境
負
荷
か
つ
持
続
的
効

果
が
期
待
で
き
る
手
段
で
あ
る
こ
と
を
学
術

的
に
検
証
し
ま
し
た
。

　

J
I
S
規
格
の
可
視
光
応
答
型
光
触
媒
に

よ
る
抗
ウ
イ
ル
ス
性
能
評
価
試
験
の
方
法
を

参
考
に
試
験
を
行
い
、『
V
－
C
A
T
®
』
を

塗
布
し
た
試
験
片
上
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

液（
S
A
R
S
－
C
o
V
－
２　

J
P
N
/

T
Y
/
W
K
－５
２
１
/
２
０
２
０　

国
立
感

染
症
研
究
所
提
供
）
を
添
加
後
、可
視
光（
紫

外
光
を
含
ま
な
い
市
販
の
白
色
L
E
D
光
）を

照
射
し
ま
し
た
。
ま
た
、『
V
－
C
A
T
®
』

未
処
理
の
P
E
T
板
に
対
す
る
照
射
試
験
も

行
い
ま
し
た
。

　

添
加
か
ら
一
定
時
間
経
過
後
に
ウ
イ
ル
ス

液
を
回
収
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
量
を
測
定
し
、

効
果
を
評
価
し
た
結
果
、『
V
－
C
A
T
®
』

に
可
視
光
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
５
分
間
で

10
分
の
１
以
下
に
ウ
イ
ル
ス
量
を
減
少
さ
せ
、

10
分
間
で
検
出
限
界
以
下
と
な
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
を
通
し
て
、『
V
－
C
A
T
®
』

を
利
用
す
る
こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

企業からの依頼を受けて
抗新型コロナウイルス製品などの
評価を実施

新型コロナウイルスに係る取り組み②

地域の企業との共同研究
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を
短
時
間
で
効
果
的
に
不
活
化
で
き
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

新
開
発
抗
菌
剤
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

不
活
化
を
確
認

　

株
式
会
社
ア
ド
ッ
ク
ス
と
株
式
会
社

A
I
G
I
が
新
た
に
開
発
し
た
抗
菌
剤

『
A
d
o
x
』
の
評
価
も
行
い
ま
し
た
。
防

カ
ビ
や
抗
菌
効
果
に
つ
い
て
は
す
で
に
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
抗
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
効
果
を
検
証
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
評

価
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、A
d
o
x 

M
ガ
ー
ド 

２
５
０
０
、

A
d
o
x 

生
地
用 

M
ガ
ー
ド
、
A
d
o
x 

M
ガ
ー
ドα
コ
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
液
（
S
A
R
S
－
C
o
V
－
２　

h
C
o
V
－
19
/
J
a
p
a
n
/
Q
K
0
0

２
/
２
０
２
０　

ア
ル
フ
ァ
株
、
国
立
感
染

症
研
究
所
提
供
）
を
添
加
し
、
室
温
に
お
い

て
30
分
静
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
試
験
試
料
と
ウ
イ
ル
ス
の
混
合

液
を
V
e
r
o
E
６
/
T
M
P
R
S
S
２
細

胞
に
接
種
し
、
ウ
イ
ル
ス
量
を
測
定
し
、
効

果
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、A
d
o
x 

M
ガ
ー

ド
２
５
０
０
、
A
d
o
x 

生
地
用 

M
ガ
ー

ド
、
A
d
o
x 

M
ガ
ー
ド
α
コ
ー
ト
の
い

ず
れ
の
試
験
資
料
に
お
い
て
も
30
分
混
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
量
を
測
定
限
界

以
下
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
滋
賀
県
の
立
命
館
大
学

B
K
C 
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
内
に
あ
る
株
式

会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ロ
ン
ト
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
、
食
品
由
来
の
抗
菌
ス
プ
レ
ー
の
抗

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
効
果
を
評
価
し
ま
し

た
。
緑
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
類
と
柿
渋

の
P
A
S
P
（
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
ポ

リ
マ
ー
）
を
使
っ
た
抗
菌
液
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
混
合
し
た
と
こ
ろ
、
３
分
間
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
限
界
以
下
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
豊
田
中
央
研
究
所
と
共
同
で
、
抗

菌
液
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
ウ
イ
ル
ス
を

不
活
化
さ
せ
る
の
か
を
検
証
す
る
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
の
依

頼
を
受
け
て
、
部
屋
全
体
の
ウ
イ
ル
ス
を
除

去
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
実
証
試
験
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
の
資
源
を
活
用
し
て

企
業
を
サ
ポ
ー
ト

　

昨
年
来
、
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
か
ら
本
学
に
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
病
原
性
の
高
い
危
険
な
ウ
イ
ル

ス
を
使
っ
て
実
証
試
験
を
行
う
た
め
に
は
、

４
段
階
あ
る
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）
の
レ
ベ
ル
３
以
上
の
感
染
症
研

究
施
設
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
を

扱
え
る
人
材
を
擁
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
か
ら
で
す
。

　

本
学
の
感
染
症
研
究
室
は
B
S
L
３
で
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
た
実
験
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
に
対
し
て
有
効
か
ど
う
か
を
検
証
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
可
能

な
限
り
企
業
か
ら
の
依
頼
に
対
応
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
素
材
や
技
術
に
つ

い
て
正
し
い
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
実
用
化

や
製
品
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

表１. 「VCATⅡC」におけるウイルス感染価推移 (TCID50/mL) 

試験品 光照射条件 
光照射時間 

5 分 10 分 30 分 60 分 

VCATⅡC‗PET 板 2500 lux 100 未満 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

PET 板（ブランク） 2500 lux ― ― ― 823 

 
 

図１．「VCATⅡC」におけるウイルス感染価推移 

 

 感染症研究室
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本
学
N
C
D
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
浦

克
之
教
授
が
研
究
代
表
を
務
め
る
、
厚
生
労

働
省
指
定
研
究
N
I
P
P
O
N 

D
A
T
A

（
ニ
ッ
ポ
ン
デ
ー
タ
）
研
究
班
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
５
月
に
、

そ
れ
以
前
と
比
べ
て
日
本
人
の
生
活
習
慣
な

ど
に
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
調
査
を
同
年
10
月
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

三
浦
教
授
に
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
実
態
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

全
国
の
2
︐1
0
0
人
を

対
象
に
調
査
を
実
施

　

研
究
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、全
国
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
３
０
０
単
位
区
で

２
０
１
０
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
参
加
し
た
20
歳
以
上
の
男
女
の
う

ち
、２
０
２
０
年
時
点
で
「
N
I
P
P
O
N 

D
A
T
A 

２
０
１
０
」追
跡
調
査
に
参
加
し

て
い
る
２
︐２
４
４
人
の
う
ち
の
２
︐１
０
０

人
で
、完
全
な
回
答
が
得
ら
れ
た
１
︐９
８
１

人
（
男
性
８
０
８
人
、女
性
１
︐１
７
３
人
、

平
均
年
齢
66
・９
歳
）
の
デ
ー
タ
を
分
析
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
一
波
流

行
中
（
主
に
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
）
の
体

重
、
食
生
活
、
身
体
活
動
量
や
医
療
機
関
受

診
行
動
の
変
化
に
つ
い
て
質
問
す
る
自
記
式

質
問
調
査
を
２
０
２
０
年
10
月
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
体
重
が
１
kg
以
上
増
加
し
た

と
回
答
し
た
の
は
男
性
で
17
・
４
％
、
女
性

で
27
・
４
％
、
う
ち
３
kg
以
上
増
加
し
た
の

は
男
性
で
４
・６
％
、
女
性
で
５
・０
％
で
し

た
。︿
図
１
﹀

　

間
食
す
る
頻
度
が
増
し
た
の
は
男
性
で

８
・７
％
、
女
性
で
18・３
％
、
身
体
活
動
量

が
減
少
し
た
と
答
え
た
の
は
男
性
23
・
５
％
、

女
性
で
30
・
５
％
で
し
た
。︿
図
２
﹀

　

ま
た
、
男
性
に
お
い
て
飲
酒
の
頻
度
や
量

が
増
え
た
と
答
え
た
の
は
７
・
５
%
、
減
少

し
た
の
は
12
・
０
％
と
な
り
、
医
療
機
関
の

受
診
を
控
え
た
の
は
男
性
で
８
・
５
％
、
女

性
で
20
・
５
％
で
し
た
。

　

一
方
、野
菜
を
食
べ
る
頻
度
や
量
が
増
え

た
男
性
は
13
・１
％
、女
性
は
14
・３
％
と
な

り
、い
ず
れ
も
減
っ
た
と
答
え
た
回
答
者
の

２
倍
以
上
と
な
り
、自
宅
で
料
理
し
た
も
の

を
食
べ
る
頻
度
が
増
え
た
男
性
は
15
・
２
％
、

女
性
で
19・２
％
で
、減
っ
た
と
答
え
た
回
答

者
の
６
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。︿
図
３
﹀

年
齢
階
級
別
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

別
の
変
化
を
比
較

　

65
歳
未
満
と
65
歳
以
上
の
年
齢
階
級
別
に

見
る
と
、
１
kg
以
上
体
重
が
増
加
し
た
人
の

割
合
は
65
歳
以
上
は
18
・
６
％
で
し
た
が
、

65
歳
未
満
で
は
30
・
９
％
と
特
に
多
く
な
り

ま
し
た
。

緊急事態宣言下での
生活習慣の変化が明らかに
ー疫学研究「NIPPON DATA2010」追跡調査結果よりー

新型コロナウイルスに係る取り組み③

生活習慣調査
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ま
た
、
65
歳
未
満
で
「
自
宅
で
調
理
し
た

も
の
を
食
べ
る
頻
度
」
が
増
加
し
た
と
答
え

た
の
は
25
・
９
％
、「
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
の
弁
当
や
惣
菜
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ

バ
リ
ー
の
利
用
頻
度
」
が
増
加
し
た
と
答
え

た
の
は
15
・
７
％
で
、
65
歳
以
上
（
そ
れ
ぞ

れ
12
・
５
％
、
７
・
８
％
）
に
比
べ
る
と
約

２
倍
と
な
り
ま
し
た
。「
間
食
す
る
頻
度
や

量
」
が
増
加
し
た
と
い
う
回
答
も
18
・
６
％

と
、
65
歳
以
上
の
11
・
７
％
よ
り
高
い
割
合

を
示
し
、
比
較
的
若
い
層
で
食
生
活
に
変
化

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、「
１
kg
以
上
の

体
重
増
加
」
が
あ
っ
た
と
い
う
回
答
の
割
合

は
関
東
I
ブ
ロ
ッ
ク
で
30
・
７
％
、
近
畿
I

ブ
ロ
ッ
ク
で
26
・
６
％
と
都
市
部
で
高
い
傾

向
を
示
し
、「
飲
酒
の
頻
度
や
量
」
が
増
え

た
と
答
え
た
人
の
割
合
は
関
東
I
ブ
ロ
ッ
ク

８
・
２
％
、
関
東
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
８
・
７
％
な

ど
で
、
全
国
値
の
５
・
４
％
よ
り
高
い
傾
向

を
示
し
ま
し
た
。

　

身
体
活
動
量
が
減
っ
た
人
の
割
合
は
、
関

東
I
ブ
ロ
ッ
ク
で
39
・
１
％
、
近
畿
I
ブ

ロ
ッ
ク
で
32
・
４
％
な
ど
、
都
市
部
で
全
国

値
の
27
・
７
％
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
よ
り
若
い
世
代
へ
の

影
響
が
強
い
傾
向
を
示
す

　

全
国
の
一
般
国
民
を
対
象
と
し
た
こ
の
調

査
で
は
、
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け

る
国
民
の
生
活
習
慣
や
体
重
の
変
化
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
粛
生
活
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
や
体
重

が
好
ま
し
く
な
い
方
向
に
変
化
し
た
国
民
が

一
定
割
合
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
自
宅

で
の
調
理
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
野
菜
摂

取
量
が
増
加
す
る
な
ど
、
好
ま
し
い
方
向
へ

の
変
化
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
や
体
重
の
変
化
は
男
性
よ
り
も

女
性
、
高
齢
者
よ
り
も
若
い
世
代
で
強
い
傾

向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
に
お
い
て
間
食

が
増
え
た
割
合
、
身
体
活
動
量
が
減
っ
た
割

合
が
高
か
っ
た
こ
と
が
、
体
重
が
１
kg
以
上

増
え
た
人
の
割
合
の
高
さ
と
関
連
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
齢
別
で
は
65
歳
未
満
に
お
い
て
自
宅
で

調
理
し
た
も
の
を
食
べ
る
頻
度
が
増
え
た
人

の
割
合
と
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当

や
惣
菜
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ
バ
リ
ー
の

利
用
頻
度
が
増
え
た
人
の
割
合
が
65
歳
以
上

に
比
べ
て
高
く
、
ま
た
、
間
食
す
る
頻
度
や

量
が
増
加
し
た
人
の
割
合
も
65
歳
以
上
よ
り

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
増
加

な
ど
働
き
方
の
変
化
や
外
出
自
粛
な
ど
に
よ

り
、
特
に
65
歳
未
満
の
食
生
活
に
変
化
を
も

た
ら
し
、
65
歳
未
満
の
体
重
増
加
者
の
割
合

が
高
か
っ
た
こ
と
と
関
連
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
関
東
I
ブ
ロ
ッ

ク
、
近
畿
I
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
都
市
部
で

身
体
活
動
量
が
少
な
く
な
っ
た
人
が
多
く
、

体
重
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
関
東
I
ブ
ロ
ッ
ク
と
関
東
Ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
飲
酒
の
量
や
頻
度
が
増
え
た
人
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
宅
で
の
飲
酒
量
増
加

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
生
活
習
慣

な
ど
の
変
化
が
、
今
後
の
健
康
変
化
に
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
い
く
か
、
今
後
さ
ら
に
追

跡
を
行
い
研
究
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

野菜を食べる頻度や量
〈 男 性 〉 〈 女 性 〉

80.4% 79.1%

13.1% 14.3%

6.1%

増えた 　　　変わらなかった 　　　減った 　　　覚えていない､わからない

0.5%5.5% 1.0%

体重の増減
〈 男 性 〉 〈 女 性 〉

69.2% 59.8%

12.8%
22.4%

8.2% 7.0%

4.6%2.0% 4.0%3.2%

増加≧3kg　 　　　　増加＜1～3kg   　　　変わらなかった
減量＜1～3kg   　　 減量≧3kg　　　　　　測っていない､覚えていない､わからない

1.9% 5.0%

図１

間食する頻度や量
〈 男 性 〉 〈 女 性 〉

80.9% 71.6%

8.7%
18.3%

9.7% 9.5%

0.6%

増えた 　　　変わらなかった 　　　減った 　　　覚えていない､わからない

0.6%

図２

図３

SHIGA IDAI NEWS　vol.339



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
際
し
、

滋
賀
医
科
大
学
は
滋
賀
県
や
他
の
医
療
機
関

と
連
携
し
て
、
大
学
全
体
を
挙
げ
て
対
応
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
医
療
従
事
者
へ

の
接
種
、
接
種
会
場
へ
の
人
員
派
遣
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

～
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
～

　

２
０
２
０
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
滋
賀
県

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
協
議
会

で
は
、
本
学
か
ら
病
院
長
と
感
染
制
御
部
長

が
参
加
し
、
感
染
症
対
策
に
か
か
る
施
策
に

つ
い
て
助
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
環
境

感
染
学
会
が
実
施
す
る
「
感
染
制
御
支
援

チ
ー
ム
（
I
C
T
）
派
遣
事
業
」
に
お
い
て
、

当
院
感
染
制
御
部
長
が
滋
賀
県
の
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
県
内
の
患
者
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
等
へ
、
イ
ン
フ
ェ
ク

シ
ョ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
ド
ク
タ
ー

（
I
C
D
）
の
資
格
を
有
す
る
専
門
医
1
名

と
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

ナ
ー
ス
（
I
C
N
）
の
資
格
を
有
す
る
看
護

師
14
名
（
延
べ
人
数
）
を
派
遣
し
、
治
療
に

関
す
る
助
言
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
本
学
の

D
M
A
T
（
医
師
・
看
護
師
・
業
務
調
整
員

等
で
構
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害
や
事
故
な
ど

の
際
に
現
場
に
急
行
す
る
医
療
チ
ー
ム
）
も
、

滋
賀
県
庁
に
設
置
さ
れ
た
C
O
V
I
D
－
19

災
害
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
患
者
の

入
院
調
整
や
搬
送
調
整
業
務
、
同
じ
く
県
が

設
置
し
た
「
滋
賀
県
見
守
り
観
察
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
運
営
、
患
者
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
施
設
に
お
け
る
濃
厚
接
触
者
か
ら
の

検
体
採
取
や
宿
泊
療
養
施
設
へ
の
入
所
調
整

等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
外
へ
の
医
療
者
派
遣
も
実
施
し
、
感
染

拡
大
の
た
め
に
医
療
体
制
が
ひ
っ
迫
し
た
大

阪
府
お
よ
び
兵
庫
県
に
対
し
て
、
２
０
２
０

年
12
月
か
ら
２
０
２
１
年
６
月
ま
で
の
期
間

に
看
護
師
４
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

～
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

　
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
協
力
～

　

滋
賀
県
か
ら
の
要
請
で
、
地
域
の
医
療
従

事
者
約
１
︐０
０
０
名
を
対
象
に
集
団
接
種

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
広
域
ワ

ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
へ
医
師
を
派
遣
し
た

他
、
大
津
市
の
集
団
接
種
事
業
に
は
、
医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
滋
賀
大
学
の
大
学
拠
点
接
種
（
職
域
接

種
）
に
際
し
て
も
医
師
を
派
遣
し
、
滋
賀
大

学
の
学
生
と
教
職
員
約
１
︐５
０
０
名
へ
の

接
種
を
支
援
し
ま
し
た
。

地域医療従事者への接種、
接種会場への人員派遣など

新型コロナウイルスに係る取り組み④

ワクチン接種協力
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滋賀県の状況 本学附属病院の対応状況

2020年１月 新型コロナ対応マニュアル作成

2020年２月 面会制限

県内初陽性者 2020年３月 個人防護具、環境消毒剤等供給減少への対応
原則面会禁止

県内初死亡例
緊急事態宣言発令 2020年４月

院内職員に対し、個人防護具（ゴーグル）配布
消化管内視鏡検査を制限
職員への新型コロナに関する情報提供メール配信開始
院内でのPCR検査開始
新型コロナウイルス感染症重点医療機関に指定
当院で初めてコロナ患者さんを受入れ
コロナ治療チーム結成
DMAT派遣（滋賀県COVID-19災害コントロールセンター、
滋賀県内の宿泊療養施設の設置）

現状を警戒ステージと位置づけ 2020年５月 感染制御部増員（医師２名、事務員１名）
滋賀県の実施するPCR検査の一部を受託開始

注意ステージに引き下げ 2020年６月 手術前患者に対する全例PCR検査開始

警戒ステージに引き上げ 2020年７月

2020年８月 県下クラスター発生時にDMAT派遣

2020年９月 玄関での発熱トリアージ開始

「滋賀らしい生活三方よし」ステージ（ステージ１）へ 2020年10月 玄関の夜間休日閉鎖開始

注意ステージ（ステージ２）に引き上げ 2020年11月

（大阪府がレッドステージ１に移行） 2020年12月
大阪府へ看護師２名を派遣
「感染制御支援チーム(ICT)派遣事業」において滋賀県チーム
リーダーとなり、ICD、ICNを派遣

警戒ステージ（ステージ３）に引き上げ 2021年１月 入院患者に対する全例事前PCR検査開始

注意ステージ（ステージ２）に引き下げ 2021年２月

2021年３月

ワクチン接種開始
警戒ステージ（ステージ３）に引き上げ
GW緊急対応を発表
（東京、大阪、兵庫、京都に緊急事態宣言発令）

2021年４月

職員に対するワクチン接種（医療従事者等への優先接種。
地域の医療従事者含む）
大津市ワクチン接種事業へ職員派遣（～10月）
大阪府へ看護師１名を派遣
大阪府からの重症患者受け入れ

2021年５月 兵庫県へ看護師１名を派遣

2021年６月

注意ステージ（ステージ２）に引き下げ
滋賀県広域ワクチン接種センターを設置 2021年７月 滋賀県広域ワクチン接種センターへ医師を派遣（～11月）

ステージ２→ステージ３→ステージ４
まん延防止等重点措置
滋賀県見守り観察ステーション設置（～９月）
緊急事態宣言発令

2021年８月 滋賀大学大学拠点接種に医師を派遣（8,９月）

警戒ステージ（ステージ３）に引き下げ 2021年９月 滋賀県見守り観察ステーションにDMATを派遣

注意ステージ（ステージ２）に引き下げ 2021年10月
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研究分野の
トピックス

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
診
断
や
治
療
の
可
能
性

を
拓
く
「
抗
Ａ
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
抗
体
」
を
開
発

　

本
学
の
遠
山
育
夫
副
学
長
と
医
学
部
第
６

学
年
の
景
山
裕
介
研
究
医
、京
都
大
学
農
学

研
究
科
の
入
江
一
浩
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、「
Ａ
β
42
毒
性
コ
ン
ホ
マ
ー
」を
選
択

的
に
認
識
す
る
抗
体
を
開
発
し
、開
発
し
た

抗
体
を
用
い
て「
Ａ
β
42
毒
性
コ
ン
ホ
マ
ー
」

が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
組
織
に
多

量
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。

　
「
Ａ
β
42
毒
性
コ
ン
ホ
マ
ー
」は
、ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
原
因
物
質
と
考
え
ら
れ
て
い

る「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
質（
Ａ
β
）」

に
お
け
る
特
異
な
立
体
構
造
で
、特
に
凝

集
性
が
高
く
毒
性
が
強
い
と
み
ら
れ
て
い 

ま
す
。

　

こ
の
研
究
成
果
を『
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
毒

性
を
引
き
起
こ
す
特
異
な
立
体
構
造
を
選
択

的
に
認
識
す
る
抗
体
の
開
発
－
正
確
な
診
断

手
法
と
抗
体
医
薬
へ
の
応
用
に
期
待
－
』と

し
て
、８
月
31
日
に
ア
メ
リ
カ
の
化
学
会
学

術
誌「
Ａ
Ｃ
Ｓ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｎ
ｅ

ｕ
ｒ
ｏ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
」電
子
版
で
公
表
、

現
在
ま
で
多
く
の
ア
ク
セ
ス
を
得
て
い
ま

す
。

　

現
役
学
生
の
論
文
が
ア
メ
リ
カ
の
学
会
誌

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、本
学
が

進
め
る
研
究
医
養
成
に
弾
み
を
つ
け
る
快
挙

と
な
り
ま
し
た
。
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老
人
斑
形
成
の
前
段
階

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

抗
体
開
発
を
目
指
し
て

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
原
因
物
質
と

考
え
ら
れ
て
い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン

パ
ク
質
（
A
β
）
に
つ
い
て
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
抗
体
医
薬
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
長
年
研
究
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
６
月
に
は
抗
A
β

抗
体
医
薬
の『
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
』が
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
薬
と
し
て

米
食
品
医
薬
品
局
（
F
D
A
）
に
承
認

さ
れ
、
治
療
薬
へ
の
期
待
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
『
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
』
は
、
老
人
斑

の
成
分
で
あ
る
A
β
42
を
除
去
す
る
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
治
療
薬
で
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
は
、
A
β
が
線
維

化
し
て
、
脳
内
に
老
人
斑
と
な
っ
て
蓄

積
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
斑
が
生
じ
る
前
段
階
と
し
て
、

A
β
が
集
ま
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
く

過
程
＝「
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
（
Ａ
β
の

集
合
体
）」
が
高
い
細
胞
毒
性
を
示
す

こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
研
究
で
は
こ
れ

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
抗
体
『
抗
A
β

オ
リ
ゴ
マ
ー
抗
体
』
の
開
発
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

京
都
大
学
の
入
江
一
浩
教
授
の
『
毒

性
配
座
理
論
』
は
、
42
個
の
ア
ミ
ノ
酸

残
基
か
ら
な
る
A
β
42
の
22
番
目
と
23

番
目
の
残
基
付
近
で
折
れ
曲
が
っ
て
U

字
型
に
な
っ
て
い
る
（
＝
毒
性
タ
ー
ン

構
造
を
持
つ
）「
A
β
42
（
毒
性
コ
ン

ホ
マ
ー
）」
が
複
数
集
ま
っ
て
「
毒
性

オ
リ
ゴ
マ
ー
」
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
、毒
性
タ
ー
ン
構
造
を
持
つ「
A

β
42
」を
人
工
的
に
合
成
し
た
と
こ
ろ
、

「
毒
性
オ
リ
ゴ
マ
ー
」
が
形
成
さ
れ
、

高
い
神
経
細
胞
毒
性
を
示
す
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
に
は
、
共
通
し
て

存
在
す
る
特
殊
な
立
体
構
造
が
あ
り
ま

す
が
、
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
は
形
が
ど
ん

ど
ん
変
わ
る
た
め
、
そ
の
立
体
構
造
を

特
定
し
て
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
感
知
で

き
る
抗
体
を
作
る
こ
と
は
極
め
て
難
し

い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毒

性
の
あ
る
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
に
共
通
し

て
存
在
す
る
「
毒
性
タ
ー
ン
構
造
」
に

対
す
る
抗
体
を
つ
く
れ
ば
、
様
々
な
形

態
を
も
つ
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
を
検
出
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

早
期
発
見
の
た
め
の
診

断
ツ
ー
ル
や
新
た
な
治

療
薬
の
可
能
性
に
期
待

　

研
究
は
、
毒
性
タ
ー
ン
構
造
を
固
定

し
た
A
β
42
の
オ
リ
ゴ
マ
ー
形
性
能
や

細
胞
毒
性
を
複
数
の
実
験
手
法
で
再
検

証
し
、
毒
性
タ
ー
ン
構
造
を
持
つ
A
β

オ
リ
ゴ
マ
ー
を
標
的
と
す
る
抗
A
β
オ

リ
ゴ
マ
ー
抗
体『
T
x
C
o
－
1
抗
体
』

の
開
発
に
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。

　
『
T
x
C
o
－
1
抗
体
』
は
、
野
生

型（
最
も
多
く
見
ら
れ
る
標

準
型
）の
A
β
42
や
、
オ
リ

ゴ
マ
ー
化
し
て
い
な
い
A
β

42
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
反
応

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
A
β

オ
リ
ゴ
マ
ー
に
は
反
応
を
示

し
た
た
め
、『
T
x
C
o
－

1
抗
体
』
が
毒
性
タ
ー
ン
構

造
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
T
x
C
o
－

1
抗
体
』
を
ヒ
ト
の
脳
切
片

に
加
え
て
免
疫
組
織
染
色
を

行
う
と
、
正
常
脳
で
は
何
も

染
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
患
者
さ
ん
の
脳

標
本
で
は
、
老
人
斑
や
血
管
の
周
囲
が

強
く
染
色
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
の
染
色
は
、
毒
性
タ
ー
ン
構
造

を
持
つ
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
で
の
み
反
応

す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

患
者
さ
ん
の
脳
に
毒
性
タ
ー
ン
構
造
を

持
つ
A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
が
存
在
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

A
β
の
蓄
積
は
発
症
の
10
～
20
年
前

か
ら
始
ま
り
、
老
人
斑
の
形
成
、
神
経

原
繊
維
変
化
、
神
経
線
維
の
脱
落
と
い

う
順
序
で
進
行
し
ま
す
。
毒
性
を
示
す
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A
β
オ
リ
ゴ
マ
ー
を

標
的
に
し
た
私
た
ち

の
研
究
を
土
台
と
し

て
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
展
開
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、

『
T
x
C
o
－
1
抗

体
』
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
早
期
発
見

の
た
め
の
新
し
い
診

断
ツ
ー
ル
マ
ー
カ
ー

と
な
る
可
能
性
で

す
。
脳
脊
髄
液
や
血

液
中
の
A
β
オ
リ
ゴ

マ
ー
を
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が

発
症
す
る
前
に
診
断

や
予
防
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
倫
理
委

員
会
の
承
認
を
得
て
、
今
後
、
ヒ
ト
の

脳
脊
髄
液
や
血
液
を
使
っ
て
の
検
証
を

行
い
、
診
断
ツ
ー
ル
の
開
発
と
検
証
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
毒
性
を
示
す
A
β
オ

リ
ゴ
マ
ー
に
反
応
す
る
と
い
う
性
質
を

生
か
し
た
抗
体
薬
開
発
の
可
能
性
で

す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
に
『
T
x
C
o
－
1
抗
体
』
を
投
与

し
て
、
行
動
の
変
化
や
脳
内
の
老
人
斑

や
神
経
細
胞
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起

こ
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
抗
体
医

薬
と
し
て
の
有
用
性
を
実
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

TxCo-1 抗体と各種ペプチドとの反応 TxCo-1 抗体によるヒト剖検脳の免疫組織化学
▲で示すSSペプチドにのみ反応 （右：アルツハイマー病例、左：対照例）
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教育関係の　　
新しい取り組み

　

ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
授
業
と
は
、
対
面

授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
同
時
に
行

い
、
さ
ら
に
講
義
動
画
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
す
る
授
業
形
態
で
、
学
生
は
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
通
学

が
難
し
い
状
況
下
で
も

授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
復
習
を
自
律
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

本
学
で
は
、
ハ
イ
フ

レ
ッ
ク
ス
型
授
業
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
来

学
が
難
し
い
学
外
講
師

に
よ
る
講
義
も
遠
隔
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
学
生
の
学
習

機
会
の
担
保
に
努
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
必

要
な
電
子
機
器
の
学
生

へ
の
貸
出
し
も
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
年

ご
と
に
講
義
開
始
時
間
を
調
整
す
る
こ

と
で
登
校
時
間
、
昼
食
時
間
を
ず
ら
し
、

少
し
で
も
密
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

⃝地域で活躍する Forensic Generalist，Specialist の育成

⃝数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

⃝ STEAM 教育への支援

本学では、教育関係のいくつかの新しい取り組みをスタートいたしました。

ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
授
業

⃝ハイフレックス型授業の開始
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■ 教育関係の新しい取り組み

先進的・特色ある取り組みに基づく教育

法医学の知見・能力を
活用できる実地医家

◆死体検案・身元確認
◆被虐待児・高齢者の診察
◆犯罪被害者・家族の心身ケア
◆大規模災害時の医療活動
◆矯正医療

外因死遺族への心のケア相談窓口
（滋賀医）

性暴力被害者総合ケアワンストップ
（滋賀県）

子どもの死因究明体制整備モデル事業
（厚労省→滋賀医・京府医）

戦没者慰霊事業におけるDNA鑑定
（厚労省→大阪医）

近畿地区の矯正医療
（法務省大阪矯正管区→滋賀医）

交通事故死者データベースによる予防対策の推進
（滋賀医）

死体検案研修会見学実習
（日本医師会→滋賀医・京府医・大阪医）

医師による遠隔からの死亡診断をサポートする
看護師研修　　　　　　　（厚労省・文科省→京府医）

◆法医解剖
◆法医画像診断
◆生化学・薬毒物検査
◆病理組織学的検査
◆DNA解析・個人識別
◆事故再現（FEモデル）

Forensic Physician Forensic Dentist Police Doctor

死因究明等に関する
優れた知識・技能を有する専門家

（インテンシブコース）
Forensic Specialist

鑑　定

博士課程博士課程博士課程

地域で活躍する 
Forensic Generalist, Specialist の育成

　児童虐待相談件数の増加や、コロナ禍を含む

大規模災害時の医療活動などに対応するために、

法医学の知識・技能を有する医療者を育成する

事は重要な課題です。滋賀医科大学を拠点とし

た文部科学省基礎研究医養成活性化プログラム

が令和３年に採択され、地域との強固な連携によ

り死因究明などに関する優れた能力を有する人

材育成を推進します。
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本
学
図
書
館
で
は
、
S
T
E
A
M

教
育
支
援
に
向
け
て
教
養
関
係
図
書

の
重
点
的
購
入
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

S
T
E
A
M
と
は
、Science

（
科

学
）、T

echnology

（
技
術
）、

Engineering

（
工
学
）、A

rts

（
芸

術
・
教
養
）、M

athem
atics

（
数

学
）
の
頭
文
字
で
、
幅
広
い
教
養
分

野
を
意
味
し
ま
す
。
医
療
人
が
日
々

直
面
す
る
難
題
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
専
門
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

様
々
な
分
野
の
＂も
の
の
考
え
方
＂

を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
か

ら
、
本
学
で
は
、
文
理
融
合
型
の
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、教
養
科
目「
芸

術
学
」
担
当
教
員
に
選
定
を
依
頼
し

芸
術
学
分
野
の
図
書
を
補
強
し
た
り
、

学
部
学
生
全
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
約
３
０
０
冊
を
購
入

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
（
こ
の
取
り
組
み
は
国
立
大
学

協
会
広
報
誌
『
国
立
大
学vol.60

』

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。https://w

w
w

.janu.jp/
janu/report/koho60/60gou/

）。

　

学
生
が
勉
学
の
合
間
に
図
書
館
を

訪
れ
、
興
味
の
あ
る
分
野
の
本
を
手

に
取
り
、
自
律
的
に
学
ぶ
習
慣
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
生
命
科
学
分

野
の
購
入
と
合
わ
せ

て
S
T
E
A
M
教
育
関

係
図
書
の
充
実
を
図

り
、
医
学
・
看
護
学
教

育
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
）」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
令
和

３
年
８
月
４
日
）。
今
後
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習
、
画
像
診
断
、
病

理
診
断
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

習
な
ど
を
授
業
内
容
に
取
り
入
れ
、

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

多
文
化
・
多
様
性
へ
の
理
解
促
進

を
目
的
と
し
た
教
養
科
目
の
充
実
、

多
職
種
協
働
へ
の
理
解
促
進
を
目
的

と
し
た 
医
看
合
同
講
義
・
実
習
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
医
療
人
に
要
求
さ
れ
る

確
固
た
る
倫
理
観
を
養
い
、「
地
域
に

貢
献
す
る
医
療
人
」
か
ら
「
世
界
に

羽
ば
た
く
医
療
人
」、「
世
界
に
発
信

す
る
研
究
者
」
ま
で
、
多
様
性
の
あ

る
医
療
人
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

近
年
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
、

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
、
画

像
診
断
、
病
理
診
断
な
ど
の
最
新
の

医
学
・
医
療
の
分
野
に
お
い
て
、
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の

理
論
・
技
術
が
応
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
理
論
・
技
術
を
理
解
し
、

ま
た
活
用
で
き
る
医
療
人
の
育
成
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
部
教
育
に
お
い
て
、

学
生
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

A
I
へ
の
関
心
を
高
め
、
か
つ
、
適

切
に
理
解
し
、
そ
れ
を
活
用
す
る
基

礎
的
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
S
T
E
A
M
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
学
の
「
医
療
人
育
成
を
目
指
し

た
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
内
閣

府
・
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
の

３
府
省
が
連
携
し
た
「
数
理
・
デ
ー

医
療
人
育
成
を
目
指
し
た
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

S
T
E
A
M
教
育
へ
の
支
援

～
進
化
し
続
け
る
大
学
図
書
館
～

Science
科学

Arts
芸術・教養

Technology
技術

Mathematics
数学

Engineering
工学

SHIGA IDAI NEWS　vol.3317



　

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
朝
８
時

か
ら
夜
10
時
ま
で
使
用
可
能
で
、

テ
ー
ブ
ル
や
ブ
ー
ス
、
窓
際
の

カ
ウ
ン
タ
ー
席
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
短
時
間

利
用
も
長
時
間
利
用
も
、
ま
た
、

個
人
利
用
も
グ
ル
ー
プ
利
用
も

可
能
な
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
数
か
月
経
過
し
、

学
生
か
ら
は
、「
机
が
広
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
の
電
子
デ
バ
イ
ス

の
利
用
が
し
や
す
い
」、「
座
り

心
地
が
良
く
長
時
間
勉
強
し
て

い
て
も
大
丈
夫
」、「
静
か
す
ぎ

ず
、
騒
が
し
す
ぎ
ず
、
集
中
す

る
こ
と
が
で
き
る
」、「
他
の
学

生
の
勉
強
姿
が
目
に
入
り
、
自
分
も
が

ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
」
等
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
の
意
見
を
反
映
し
た
学
生
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
の
新
設

　 
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
O
S
C
E
対
応
整
備
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
学
生
課
移
転
）
な
ど

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
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以
上
の
と
お
り
、
学
生
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
充
実
は
学
生
の
要
望
を
反
映
し
た
も

の
で
、
同
時
に
教
育
の
充
実
を
も
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
大
学

祭
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
で
き
る

屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
新
設
や
、
学
生
課
の

管
理
棟
か
ら
校
舎
へ
の
移
転
に
よ
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
共
用
試
験
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（
オ
ス
キ
ー
）
の「
公
的
化
」
を
視
野
に
、

様
々
な
用
途
に
対
応
可
能
な
多
目
的
教

室
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

医
学
部
に
お
い
て
全
国
規
模
で
実
施

さ
れ
て
い
る
共
用
試
験
に
は
、
知
識
領

域
を
評
価
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
、
技
能
・
態

度
領
域
を
評
価
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
令
和
３
年
に
医
師
法
が
改

正
さ
れ
、
令
和
５
年
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
臨

床
実
習
前
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
合
格
す
る
と

医
業
（
の
一
部
の
予
定
）
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
、
令
和
７
年
か
ら
そ
の
合
格

を
も
っ
て
国
家
試
験
受
験
資
格
と
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

共
用
試
験
は
今
後
更
に
、
入
学
試
験
や

国
家
試
験
と
同
様
の
厳
正
か
つ
公
正
な

実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

多
目
的
教
室
は
防
音
効
果
の
大
き
い

壁
材
を
使
用
し
、
部
屋
毎
に
２
台
の
カ

メ
ラ
と
放
送
設
備
を
備
え
て
い
る
の

で
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
厳
正
か
つ
公
正
な
実

施
の
他
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た

医
療
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
普
段
は
主
に
自
習
室
と
し
て

学
生
が
利
用
し
て
お
り
、
学
生
の
一
人

か
ら
は
、「
ラ
ウ
ン
ジ
よ
り
も
さ
ら
に

集
中
し
た
い
と
き
や
、
声
を
出
し
て
勉

強
し
た
い
と
き
な
ど
は
多
目
的
教
室
を

予
約
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
」
と
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
目
的
教
室

屋外ステージ
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看護学科
新領域の発足

訪
問
看
護
師
の
育
成
を
担
う

「
地
域
医
療
実
践
力
育
成
コ
ー
ス
」が
ス
タ
ー
ト

　

訪
問
看
護
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ー
ス
を
、
正
規

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
選
択
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
か
な
り
先
進
的
で
あ
り
、
他
校
で
は

ま
だ
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
で
す
。
全
国
的
に

み
て
特
徴
の
あ
る
「
地
域
医
療
実
践
力
育
成

コ
ー
ス
」を
設
置
し
て
い
る
滋
賀
医
科
大
学
で
、

新
た
な
領
域
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
生
の
う
ち
か
ら
訪
問
看

護
を
深
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
訪
問
看
護
学
領

域
で
、
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
こ
と
を
活
か

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
在
宅
看
護
学
」
で
は
な
く
「
訪
問
看
護
学
」

領
域
と
し
た
の
は
、
自
宅
だ
け
で
な
く
、
施
設

や
学
校
、
地
域
な
ど
看
護
が
必
要
な
と
こ
ろ
に

訪
問
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
で
、
も
ち
ろ

ん
、
市
民
や
多
職
種
と
集
い
、
健
康
づ
く
り
の

場
を
共
創
す
る
活
動
も
含
み
ま
す
。

　

私
の
専
門
分
野
で
あ
る
「
訪
問
看
護
学
」
と

の
出
会
い
は
、
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学

科
に
入
学
す
る
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
訪
問

訪
問
看
護
を
深
く
学
ぶ

先
進
的
な
コ
ー
ス

　
公
衆
衛
生
看
護
学
講
座
は
、
従
来
、
保
健
師
課
程
を
中
心
と
し
た
地
域
看
護
や
公
衆
衛
生
看
護
の
領
域
と
、
在
宅
看
護
学
領
域
、
な
ら
び

に
本
学
の
学
部
教
育
に
お
け
る
特
色
的
な
教
育
実
践
で
あ
る
「
訪
問
看
護
師
コ
ー
ス
」
で
構
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
訪
問
看
護
師
コ
ー
ス
」
は
、
思
考
す
る
こ
と
や
実
践
・
評
価
す
る
経
験
を
重
視
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
続
的
に
深
化
及
び
発
展
さ
せ
て

き
ま
し
た
が
、
2
0
1
9
年
度
入
学
生
か
ら
は
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
新
た
に
「
地
域
医
療
実
践
力
育
成
コ
ー
ス
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
３
月
に
は
、
公
衆
衛
生
看
護
学
講
座
は
、「
公
衆
衛
生
看
護
学
領
域
」
と
「
訪
問
看
護
学
領
域
」
に
再
編
成
さ
れ
、
３
月
１

日
付
で
「
訪
問
看
護
学
領
域
」
の
教
授
と
し
て
辻
村
真
由
子
教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
辻
村
教
授
に
、「
地
域
医
療
実
践
力
育
成
コ
ー
ス
」

の
特
徴
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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看
護
と
い
う
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ず
っ

と
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
浜
松
医
科
大
学

医
学
部
看
護
学
科
を
卒
業
し
、
地
元
の
豊
橋
市

民
病
院
の
整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
病
棟
で
の

勤
務
を
経
て
、
千
葉
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究

科
に
入
学
、
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
要
介
護
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
訪

問
看
護
師
に
よ
る
排
便
ケ
ア
に
つ
い
て
研
究
を

行
い
、
看
護
学
の
修
士
号
、
博
士
号
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
院
修
了
後
は
、
千
葉
大
学
と
千
葉
県
立

保
健
医
療
大
学
で
教
員
と
し
て
訪
問
看
護
学
の

教
育
研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
タ

イ
な
ど
の
研
究
者
と
国
際
共
同
研
究
を
行
い
、

各
国
の
文
化
に
根
付
い
た
ケ
ア
や
シ
ス
テ
ム
に

感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
日
本
の
訪
問
看
護

の
特
徴
や
優
れ
た
点
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

近
年
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
包
括
支
援

ガ
イ
ド
の
開
発
、
新
卒
者
を
含
む
訪
問
看
護
師

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
在
宅
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
社
会
実
装
に
関
す
る
学
際
的
国
際
共
同
研

究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

千
葉
県
看
護
協
会
が
新
卒
者
を
対
象
と
し
た

訪
問
看
護
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日
本
で
初
め

て
ス
タ
ー
ト
し
た
時
に
、
教
員
の
立
場
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
や
育
成
に
関
わ
り
ま
し
た
。
訪

問
看
護
師
の
活
躍
の
舞
台
と
な
る
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
即
戦
力
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
っ
た
教
育
を
受
け
る
こ

と
で
、
新
卒
で
も
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
躍
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
も
在
宅
看
護
を
施

策
と
し
て
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
卒
で

活
躍
で
き
る
訪
問
看
護
師
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
卒
業
後
は
病
院
で
看

護
師
と
し
て
働
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
が
、
入
学
時
か
ら
訪
問
看
護
師
を
目
指
し
た

い
、
い
ず
れ
は
訪
問
看
護
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
学
生
も
着
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本

学
の
訪
問
看
護
師
コ
ー
ス
の
修
了
生
か
ら
新
た

に
新
卒
訪
問
看
護
師
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
病
院
で
勤
務
し
て
実

践
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
か
ら
で
な
い
と
不

安
に
思
う
学
生
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状
で

す
。
病
院
で
経
験
を
積
ん
だ
看
護
師
が
、
訪
問

看
護
の
現
場
で
病
院
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
う

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
技
術
以
上

に
訪
問
看
護
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
し
っ
か

り
し
た
考
え
方
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
訪
問

看
護
師
は
一
人
で
訪
問
す
る
か
ら
責
任
が
重

い
、
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
病
院

や
施
設
で
働
い
て
い
て
も
看
護
師
の
責
任
は
同

じ
と
考
え
ま
す
。

　

卒
後
す
ぐ
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
の

に
必
要
な
科
目
を
在
学
中
に
し
っ
か
り
履
修
す

る
こ
と
で
、
新
卒
で
も
不
安
を
少
な
く
し
て
訪

問
看
護
師
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
地
域
医
療
展
開
論
で
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ

か
、
地
域
の
医
療
資
源
の
分
析
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
地
域
医
療
展
開
論
演
習
で
は
草
津

市
に
あ
る
医
療
研
修
施
設
で
、
在
宅
環
境
で
の

看
護
実
践
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
実
習

で
は
退
院
支
援
部
署
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
臨
地
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
に
望
む
こ
と
は
、
自
分
で

考
え
て
自
律
的
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ル
ー
テ
ィ
ン
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
「
こ
れ
で

い
い
の
か
？
」と
疑
問
を
持
っ
て
み
る
こ
と
が
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
や
新
し
い
取
り
組
み
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
姿
勢
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
、
将
来
訪
問
看
護
の
現
場
で
、
自
分
で

考
え
判
断
す
る
時
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

滋
賀
県
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
前
に
旧
水

口
町
で
24
時
間
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
モ
デ
ル

的
に
実
施
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
在
宅
死
の
割

合
や
65
歳
以
上
の
訪
問
看
護
利
用
者
割
合
が
全

卒
後
す
ぐ
活
躍
す
る
た
め
の

知
識
を
し
っ
か
り
学
ぶ

国
平
均
よ
り
も
高
く
、
在
宅
医
療
・
看
護
の
基

盤
が
強
い
地
域
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
滋
賀
の
文
化
や
地
域
性
に
つ
い
て

学
び
つ
つ
、
訪
問
看
護
や
地
域
医
療
を
担
う
次

世
代
の
育
成
と
、
革
新
的
な
研
究
へ
の
挑
戦
な

ど
を
通
じ
て
、
本
学
の
訪
問
看
護
学
領
域
を
ア

ジ
ア
型
訪
問
看
護
学
の
教
育
研
究
拠
点
と
す
る

こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

　

県
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ま
ず
訪
問
看
護
を

身
近
な
も
の
と
し
て
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
律
的
に
学
び
自
ら
考
え
る

姿
勢
を
大
切
に
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Student

活 動 実 績 ダイジェ スト

　令和３年５月29日（土）比叡山延暦寺阿弥陀堂等におい
て、第44回滋賀医科大学解剖体納骨慰霊法要・納骨式が
執り行われました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大に配慮し参
列者を制限して、ご遺族81名、しゃくなげ会役員４名、学生
代表２名、教職員21名が参列しました。また、令和２年度は、
新型コロナウイルス感染症の拡大により法要が中止となっ
たため、今回の法要では、２年分の68柱の御霊をお祀りし
ました。
　法要後、比叡山横川の大学霊安墓地においての納骨式
については、しゃくなげ会役員４名、学生代表２名、教職員
13名で執り行われ、分骨いただいたご遺骨が納骨堂に安
置されました。ご遺族には、後日、写真により納骨式の様子
を報告させていただきました。

　令和３年度入学宣誓式を４月２日（金）に本学体育館で
挙行し、医学科学生110名、看護学科学生60名、大学院
生（博士課程）25名、大学院生（修士課程）11名の新入生
を迎えました。出席者を入学生、役員、教職員のみに限定し、
式次第の一部を変更して時間短縮を図った上で、マスクの
着用、出入口での手指消毒、座席間隔を広く取ること等を
徹底し挙行しました。
　始めに、上本学長から告辞があり、続けて、入学生宣誓、
本学関係者紹介、在学生からの歓迎の辞がありました。

　新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点からやむ
なく中止となっていた令和２年度入学宣誓式を、令和３年４
月２日（金）に、一年越しで挙行しました。
　同式典は、同日に挙行した令和３年度入学宣誓式に引き
続き挙行し、上本学長からの告辞の後、入学生宣誓、本学
関係者紹介、在学生からの歓迎の辞がありました。

令和３年度滋賀医科大学入学宣誓式
を開催しました。

一年越しで令和２年度滋賀医科大学入
学宣誓式を開催しました。

第44回滋賀医科大学解剖体納骨慰
霊法要・納骨式を実施しました。

　令和３年７月２日（金）～７月７日（水）の平日４日間、本学
医学部医学科４年生が、社会医学フィールド実習の一環と
して、近江八幡市内の４つの中学校で、防煙、薬物乱用防
止についての授業を行いました。
　本学では、医師・医学研究者に求められる高い倫理観を
養うため、プロフェッショナリズム教育を第１学年から第６
学年まで段階的にかつ継続して行っており、第４学年では
社会医学フィールド実習を通して、医師に求められている
疾病発症予防や健康増進に関わる職務・役割について学
ぶ機会としています。
　この実習は、近江八幡・竜王少年センターの「薬物乱用
防止活動」と連携し、平成18年から、同センター管内の小
中学校を対象に毎年実施しているもので、授業では、ロー

ルプレイを用い、
大麻をはじめと
した薬物の恐ろ
しさやたばこの
害などについて
わかりやすく解
説しました。

本学医学部４年生が中学校において、
防煙、薬物乱用防止についての授
業を行いました。

本ページに掲載している肩書は、記事当時のものです。
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　新型コロナウイルス感染症拡大に起因する学生生活や修学
環境の変化に伴う、経済的支援のため、生協食堂で利用できる

「無料夕食券」を配付しました。
　学部学生274名・大学院生29名（うち留学生27名）の計303
名に配付し、夕食券と引き換えに、生協食堂の夕定食（450円）
を提供するものです。（使用期間：６月23日～８月６日）

学生への経済支援のため、
生協食堂無料夕食券を配付しました。

診
　
療

C
linical

先進医療「再発性Clostridioides difficile 関連下痢症・腸炎に対する
糞便微生物叢移植」に関する記者説明会を開催しました。

　先進医療とは、一般の保険診療の水準を超えた最新で高度
な医療技術を、厚生労働省に承認された保険医療機関に限っ
て行われる医療行為です。
　滋賀医科大学医学部附属病院では、先進医療Bとして「再発
性Clostridioides difficile （クロストリディオイデス・ディフィ
シル）関連下痢症・腸炎に対する糞便微生物叢移植」が承認さ
れました。
　令和２年９月17日（木）に、内科学講座（消化器内科）安藤　
朗教授から、報道機関に対して説明を行いました。

● クロストリジオイデス・ディフィシル関連下痢症・腸炎とは、抗菌薬の内服などが原因で腸内細菌叢のバランスが崩れ、クロ
ストリジオイデス・ディフィシルという細菌が異常増殖し、毒素を産生することにより発症する疾病です。

● 糞便微生物叢移植は、患者さん自身でドナー（糞便提供者）候補者を確保いただき、スクリーニング検査で適格性を判定
した後、ドナーから提供された便より微生物叢を抽出し、それを大腸内視鏡を用いて盲腸付近に散布（移植）します。これ
により、崩れてしまった腸内細菌のバランスを正常な状態に近づけることで、症状の改善が期待できます。

　令和２年12月６日（日）に、原子力災害発生を想定した原子力災害医療
派遣チームに係る専門研修を実施しました。
　広島大学緊急被ばく医療推進センターから講師を招き、午前中は主に放
射線による人体への影響や、医療機関における汚染検査や除染の方法、初
期対応等について講習を受けました。午後からは、２チームに分かれ、実際
に床や備品等を養生した上で防護服を着用し、患者さんの受入れ準備から
処置まで、実災害を想定した実習を行いました。

原子力災害医療派遣チーム専門研修を実施しました。
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本ページに掲載している肩書は、記事当時のものです。

研
　
究

R
esearch

業
務
運
営
・
改
善

Business improvement

　本学は令和６（2024）年10月に開学50周年を迎えます。
　開学50周年記念事業の実施に向けて、記念ロゴマークを
３案作成し、令和３年10月12日（火）～25日（月）、本学教職
員、学生、卒業生及び患者さん等の来院者等を対象に意向投
票を実施しました。 　
　意向投票はWeb及び学内に設置したパネルにより実施、
合計1,817票の投票をいただきました。

滋賀医科大学開学50周年記念ロゴマークの意向投票を実施しました。

　がんの研究は多くの研究者が取り組んでいると
ころです。がんを研究する方法として細胞培養があ
りますが、従来からの2次元培養（細胞は平面的に
増殖）では、実験に用いた細胞が生体とは違った構
造や機能を示すと報告されています。そこで、より
生体に近く、立体的に増殖する3次元培養の開発が
行われてきました。
　今回、この3次元培養の開発に関して、本学医
学・看護学教育センター向所賢一教授らと日本バイ
リーン株式会社との共同研究で、“Tissueoid cell 
culture system”（組織模倣型細胞培養システム）
を確立しました。本研究に関連して、国内特許1件、
米国特許1件を取得し、英文論文4編が採択されて
います。
　本件について、令和3年3月4日（木）に向所教授
から報道機関に対して説明を行いました。

　令和３年３月19日（金）、研究成果の発表とともに特発性正常圧
水頭症を知っていただくために記者説明会を開催し、脳神経外科
学講座　山田茂樹病院講師から報道機関に対し説明を行いました。
　特発性正常圧水頭症 (idiopathic Normal Pressure 
Hydrocephalus: iNPH)とは、すくみ足、すり足、開脚歩行、小刻
み歩行、突進歩行、不安定性、方向転換障害、起立障害などの特徴
的な病的歩行が出現する病気で、これらの病的歩容となる原因は
解明されていません。
　今回、歩行中の体幹部の上下方向と前後方向の加速度変化の
減少が強く関連していることを新たに示し論文として発表しました。
歩行中の体幹部の加速度は、iPhoneをポーチに収納してお腹に
巻いて、共同研究機関である株式会社デジタル・スタンダードが開
発したiPhoneアプリ『SENIOR Quality（シニアクオリティー）』を
起動し、 iPhoneに内蔵されている加速度センサーで計測しました。
　本研究成果は、令和３年３月10日 Frontiers in Aging 
Neuroscienceに論文が掲載されました。

「新規３次元培養法の確立－がん
創薬研究の発展に期待－」に関
する記者説明会を開催しました。

特発性正常圧水頭症の歩行障害を新た
に評価する研究成果を記者説明会で発
表しました。
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　歯科口腔外科の越沼伸也講師（代表研究者）の研究が、
公益財団法人日本生命財団が募集した、高齢社会若手実
践的課題研究助成に採択され、令和３年10月22日（金）、
本学附属病院で財団の事務部長から越沼講師に贈呈書が
贈られました。
　高齢社会助成は、「人生100年時代」を、自助・互助・共
助・公助が一体となって人々を支え合う社会の構築が喫緊
の課題とし、この課題の解決として、「共に生きる地域コ
ミュニテイづくり」のための活動、研究に対して助成を行う
ものです。
　●研究課題 :  認知症患者におけるオーラルフレイル・フ

レイルの実態調査
　●助成期間：令和３年10月から１年間

歯科口腔外科・越沼講師の研究が公
益財団法人日本生命財団の助成に
採択されました。

「がんの増大を阻止する分子を新た
に発見」に関する記者説明会を開催
しました。
　本学生化学・分子生物学講座（分子病態生化学部門）扇
田久和教授、佐藤朗准教授らの研究グループと同泌尿器
科学講座との共同研究により、細胞内に存在する分子スト
マチンが、がんの増大を阻止することとそのメカニズムを
新たに突き止めました。
　研究内容は、令和３年３月23日（日本は３月24日）付で
米国癌学会学術誌「Cancer Research」電子版に公表さ
れました。
　本研究成果について、３月24日（水）、扇田教授と佐藤
准教授から報道機関に対して説明を行いました。

　令和3年3月5日（金）、本学主催「第1回外国人留学生による
日本語スピーチコンテスト」（後援：ＮＰＯ法人びわ湖健康・福祉コ
ンソーシアム）をオンラインにて開催しました。
　コンテストには、本学の日本語教室で勉強する5か国12名の
留学生が参加し、学習レベルごとに設定した異なるテーマに沿っ
て日本語でスピーチを行いました。留学生たちは、約1年にわた
る日本語教室での学習成果をもとに、日頃日本で感じていること
や将来への思いを発表し、その内容や表現力を競いました。
　当日は、馬場忠雄元学長、遠山育夫理事、松浦博理事他3名が
審査員を務め、厳正な審査の結果、下記3名が各レベルの最優
秀賞に選ばれました。観客には、新型コロナウイルス感染症対策
としてオンラインでの参加をお願いしましたが、学内外よりたく
さんの方にご視聴いただき、大盛況に終わりました。外国人留学
生の日本語学習意欲の向上と、学内外における多文化共生に繋
がる、たいへん有意義な機会となりました。

「第1回外国人留学生による日本語スピーチコンテスト」を開催しました。

越沼講師（左）と財団事務部長（右）
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　滋賀医科大学は、1974（昭和49）年に開学し、2024（令和6）年に開学50周年という大きな節目
を迎えます。
　開学当時、医師は地域的に偏在しており、医療過疎県の一つとなっていた滋賀県の医師数は人口
10万人あたり97.0人※でした。そんな中、県民の熱意に支えられた誘致運動の末に設立されたのが
滋賀医科大学です。

※昭和44年12月31日現在（参考：平成30年12月31日現在 滋賀県における人口10万人あたり医師数227.6人）

　このたび、開学50周年を迎えるにあたり、

「湖国とともに、世界に羽ばたく ～ 医療のあゆみ半世紀、さらなる飛躍へ ～」
をスローガンに掲げ、記念事業を計画していきます。
　このスローガンと本記念事業のコンセプトのもと、新型コロナウイルス感染拡大防止に細心の注
意を払いながら、様々な企画・イベントを実施する予定です。

　今後とも、皆様方からの温かいご支援、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

2024年、滋賀医科大学は、開学50周年を迎えます。

　平素より滋賀医科大学の教育、研究並びに診療活動に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申
し上げます。
　さて、滋賀医科大学支援基金は設立から5年目を迎え、これまで卒業生、教職員、本学附属病院の患
者さんなど、関係する皆様から、多大なご寄附を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。時には、
激励のメッセージをいただくこともあり、ご厚意に感謝申し上げます。
　本学の大学支援基金には、大きく分けて「大学支援」、「附属病院支援」、「経済的に修学が困難な学
生の支援」、「学生又は不安定な雇用状態にある研究者の支援」の４つの目的があります。昨年度は、
主に「附属病院支援」及び「経済的に修学が困難な学生支援」のための活動に活用させていただきま
した。

　また、2017年10月から開始した古本募金へのご寄附につきましても、年々増加傾向にあり、2019
年度から毎年学生による選書ツアーに活用させていただいています。この選書ツアーは、附属図書
館の蔵書の候補を学生自ら選ぶもので、毎回、希望者が多数となる人気のあるイベントです。コロナ
禍においては、今まで書店に出向いていた形から、WEB選書に形を変えて継続しています。
　これらの活動ができたのは、本基金にご寄附をお寄せいただいた皆様のおかげに他ならず、感謝
の念に堪えません。
　本学は「地域に支えられ、地域に貢献し、世界に羽ばたく大学として、医学・看護学の発展と人類の
健康増進に寄与すること」を理念として、活動を活発化させていきたいと考えておりますので、引き
続き皆様方からの温かいご支援、ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

滋賀医科大学支援基金へのご寄附へのお礼

大学ホームページに診療科等での
活用実例を掲載しています。

https://www.shiga-med.ac.jp/
contribution/houkoku

大学ホームページに古本募金の
活用実例を掲載しています。

https://www.shiga-med.ac.jp/
contribution/kishapon
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滋賀医科大学開学50周年記念事業コンセプト

これまでの50年、本学の発
展に尽力くださった全て
の方々、そして、見守り支
援してくださった全ての
方々に感謝を伝える機会
とする。

50年に一度の喜びをとも
に分かち合えるよう、参
加・連携型事業とし、学生
や教職員、同窓生、教職員
OB・OG等の一体感の醸成
につなげる。

これからの未来を見据え、
より強固な大学組織基盤
をつくるため、同窓生や地
域の方々をはじめ本学に
関わってくださる関係者
との繋がりを一層強化し、
さらなる躍進を目指す。
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ご支援に関するお問い合わせ先：滋賀医科大学総務企画課　TEL.077-548-2012

上記以外にも、次の方法でご寄附いただけます。

滋賀医科大学では、皆さまからの経済的なご支援をいただくため、
「滋賀医科大学支援基金」を設けております。

詳しくは、本学ホームページをご参照ください。
https://www.shiga-med.ac.jp/contribution/contribution-for-sums

大学ホームページの「パンフレット・振込用紙一式」請求フォームから
お申出いただきましたら、一式を郵送させていただきます。

※取得した個人情報は滋賀医科大学支援基金の業務のみに使用します。

また、附属病院内にも、申込様式（パンフレット・振込用紙一式）を設置しています。

滋賀医科大学への
ご支援をお願いいたします。

滋賀医大　基金

読み終えた本や不要となったＤＶＤ等を本学指定の業者（嵯峨野株式会社）にご提供い
ただくと、査定換金額が「滋賀医科大学支援基金」に寄附される制度です。Ｗｅｂ申込に
よる、宅配業者の回収も可能です。
※5冊以上で送料無料です。

［Ｗｅｂでの申込み用ＵＲＬ］ http://kishapon.com/sums/entryweb.php

古本募金

遺言書をつくり、遺産を特定の人や団体に譲与することを「遺贈」といいます。
遺贈によるご寄附も承っており、信託銀行と協定を結んでおります。

遺　贈


